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<編集後記>昨年10月に開催予定だった大運動会が今年の5月に挙行されました。実に５年ぶり。未就学児から大人まで多くの人が参加し大盛
況でした。町内対抗綱引きでは皆さん気合が入って目の色が変わるほどの本気ぶり。また、6月には福祉まつりが開催されました。立て続けに大きな
イベントが続き、準備や運営に多くの方 の々ご協力をいただきました。感謝です。前号のこの欄に前宮寺会長の会長任期を６年間と書きましたが、宮
寺さんの社協での活動歴は、会長8年、副会長8年、理事監事4年の計20年間という長期に渡ります。ここに訂正してお詫び申し上げます。（小菅） 
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二俣川ニュータウン地区ホームページ
連合町内会：https://www.futamatagawa-newtown.com
社会福祉協議会：https://fnt-shakyo.sakura.ne.jp/

５年ぶり！  第43回ニュータウン大運動会を開催
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　皆さんの日ごろの行ないの良さの証しでしょう。
　5月25日(土)、薄曇りで微風、気温24℃という願ってもない
天候に恵まれ、第43回の二俣川ニュータウン大運動会が5年ぶ
りに開催されました。会場は中沢小学校です。
　当日は支援スタッフの皆さんを含め1,000人近くの方が集
まって、朝から雰囲気が盛り上がります。
　開会式の後、体操で体を動かしたらいよいよ競技開始。
　応援席をホッコリさせる競技あり、スタッフが安全確保の作
業に追われる一幕あり。幸い事故は起きていません。
　老人クラブ対抗「ボール送りリレー」は、中学生も交えての
リレーが和やかに楽しく進み、あずま会の優勝でした。
　午前の注目競技「町内対抗綱引き」は、初戦から決勝まで5戦
すべてが実力拮抗。制限時間の45秒を一杯に使っての大熱戦は
中央・東部連合の優勝で終わりました。
　大トリ競技「町内対抗リレー」は、終始リードした南部・西
部連合が1着ゴール！そのまま総合優勝となりました。おめでと
うございます！
　出場選手とその応援の方々、お疲れさまでした。スタッフの
皆さん、ありがとうございました。若い世代という意味では、
旭中学校の生徒さんたちも頼もしい存在でした。
　来年も是非この会場で楽しく盛り上がりましょう！
　今回参加できなかった皆さん 来年お待ちしています！！

　萠ぎ会は、高齢者に外出の機会を作るとともに会
員相互の親睦を図ることを目的に1992年8月に発
足。今年で33年目、ニュータウン地区の高齢者に手
作りの食事といこいの場を提供してきました。
　開催日時は毎月第２水曜日の12時から14時。会場
は連合町内会館です。現在の会員数は40名。毎月35
名程度の方が出席してくださっています。会食・懇談
の後は、百人一首・トランプ・脳トレなどのゲームを楽
しみ、最後は昔懐かしい曲をピアノの伴奏で元気に
歌っています。

　会員の皆さんは、月1回、萠ぎ会の食事と会話、そし
てゲームなどを楽しみに会館にいらしてくださいます。
　食事も季節に合わせ楽しんでいただけるようなメ
ニューをご用意し、会員の皆さんから「美味しかった」
「楽しかった」の言葉を多くいただいております。
　現在ボランティアの一部の方が高齢です。お手伝
いをしていただける方を募集しています。お料理
やボランティア活動に興味のある方は、一度会
館に見学に来ていただけたら幸いです。

来賓代表で権藤由紀子旭区長から激励のご挨拶

前回の優勝チーム北二・北五町内会代表の選手宣誓

小野寺九二子さんによる準備体操 親が子どもをおぶって「親子でバン」 未就学児たちの「玉入れ」競技 

気合みなぎる「マル得・早い者勝ち」 皆さん本気の「町内対抗綱引き」 総合優勝は南部・西部町内会チーム
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ボランティア募集中です

どなたにも食べやすく、栄養のバランスを
考えたメニューにしています

お楽しみのお食事です！
ボランティアも会話を楽しみ
ながら一緒にいただきます

お料理はすべてボランティアの手作りです
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萠ぎ会代表 飯塚　045-363-0001



　旭区こども写生大会（青少年指導員連絡協議会主催）が6
月22日(土)、横浜動物園ズーラシアで開催されました。梅雨
の時期で雨も心配されましたが、幸い好天に恵まれ、今年は
94組、161名の子どもたち（大人139名）が参加して楽しいイ
ベントとなりました。
　受付を済ませて画材道具を受け取ると、早速子どもたちは
お目当ての動物たちの方に向かって行きました。広大な園内
に、有名なオカピをはじめゾウやライオン、キリンやシロクマ
などの他に、珍しい動物もたくさんいて、どの動物を描こうか
迷っている子たちもいました。動物の近くに寄ったり、ベンチ
やテーブルの上で友達や家族とおしゃべりしながら描いたり
と、みんな、思い思いに大会を楽しんでいました。ゴールポイ
ントでは出来上がった絵をスキャンしてもらいます。ゴール後
に参加賞を受け取り、みんな嬉しい笑顔で大会を終えること
ができました。スキャンした絵は旭区役所に展示されたほか、
区役所ホームページにも掲載されていますので、子どもたち
の作品をぜひご覧ください。

　県立よこはま看護専門学校で7月27日(土)に開催さ
れた「やまゆり祭」に、かがやきクラブのメンバー13名が
昨年同様、学生たちに①お作法教室 ②ボッチャ競技
の支援をしました。やまゆり祭は、学生が日々の勉強で得た知
識・経験を披露する大切なイベントで、その中でもかがやきクラ
ブの参加は地域と交流できる貴重な機会となっています。
　やまゆり祭の今年のテーマは「結～人と人とのつながり～」
で、ブースでの展示は他に、③モデル人形看護体験 ④手浴 ⑤

ロコモダンス ⑥血圧測定 ⑦食事を見直そう！ ⑧共生社
会を考える等があり、講堂では神奈川県庁ブルーハ―
バ―オーケストラの素敵な演奏も披露されました。
　よこはま看護専門学校は今年で50周年。これまでに神

奈川県内の医療施設等に多くの卒業生を送り出しています。学
業だけでなく地域との交流にも力を入れていて、老年看護学概
論の授業ではかがやきクラブのメンバーが参加し自分史を学
生に語るなど、地域では学生たちとの交流が楽しみとなってい
ます。 

　6月8日(土)、地区社会福祉協議会主催の「福祉まつ
り」が中沢小学校で開催されました。福祉バザーとフリー
マーケットで掘り出し物を探し、子どもたちは模擬店で綿
菓子、ラムネ、サイコロゲームで楽しみ、お昼にはカレーラ
イスを頬張り、子どもから大人まで皆さん楽しんでいまし
た（ラムネは600本、カレーライスは700食が共に完売で
す）。高齢者には介護相談・健康チェックやロコモダンス
に足を運んでいただきました。
　同時に開催された三世代輪投げ大会は北五町内会が
僅差で優勝、中央町内会が準優勝。この２チームが９月開
催の区大会に出場します。
　会場準備には下記の団体・方 な々ど総勢150名のご協
力を頂きました（来場者は約1,000人です）。今年もよこ
はま看護専門学校の学生27名が参加し、ロコモダンスと
模擬店スタッフとして活躍していただきました。地域を盛
り上げるため、準備に携わった多くの皆さまに厚く御礼申
し上げます。
＜ご協力いただいた団体・方 ＞々（敬称略） 地区社会福祉協議会、連合
町内会、福祉協力員、青少年指導員連絡協議会、スポーツ推進委員連
絡協議会、民生委員・児童委員協議会、家庭防災員会、消費活動推進員
会、保健活動推進員会、環境事業推進委員会、ＮＴボランティアＧ連絡
会、チョコットしえんたい、萠ぎ会、さんさん、中沢小保護者ボランティア、
今宿地域ケアプラザ、県立よこはま看護専門学校

旭区こども写生大会が
開催されました

多くの親子連れが受付で画材道具を受け取ります

描き終えた絵を係員にスキャンしてもらいます

かがやきクラブのメンバーが
「やまゆり祭」で活躍しました

学生たちと一緒にかがやきクラブのメンバーが競技を支援

素敵な着物を着たお作法教室の学生さんたち

第30回 福祉まつりが開催されました

約1,000人の来場者でにぎわう会場（中沢小学校）

４コートを使った三世代輪投げ大会（北五町内会が優勝）

サイコロゲームには多くの子どもたちが挑戦していました 美味しいと評判のカレーライスは 700 食を完売

よこはま看護専門学校の学生さんによるロコモダンス教室 フリーマーケットには様々な品物が出品されていました


